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一一一内田昭夫氏 
Dr. Akio UCHIDA 
千葉大学教授(医学部農山村医研)一一一-
昭和 2年 l月 21日 群馬県に生まる
昭和 26年 3月 前橋医専卒
昭和 27年 4月 助手(群馬大学公衆衛生学教室)
昭和 29年 2月 助手(千葉大学公衆衛生学教室)
昭和 34年10月 講師( 同 ) 
昭和 41年 7月 助教授(千葉大学農山村医学研究施設)
昭和 46年12月 教授( 同 ) 
教授は自作農の三男に生まれ農民の喜びと苦しみを肌に感じて成長した。とりわけ病気にか
かっても医者にかかれない事実は心に深く刻まれた。こうした生立ちと無医村をはじめ医療に
恵まれない農村の存在は，海軍兵学校から帰り戦後の新出発に際し，医師への道をえらばせた。
農民の健康問題が生活に根ざすことを体験してきた医学生内田青年は“新農村"建設を期し
篤農青年達と“培根会"を結成，読書会などで学ぶ一方，農産物を自ら加工する“農村工業"
の実践に取組んだ。これは途中で挫折したが，生活の場で物を考え農民の幸せを願い農民とと
もに歩む教授の基本姿勢を培った。
その後「臨床医になる者は多いが公衆衛生分野に進む者は余りにも少ない」との講義に心を
打たれ，柳沢利喜雄教授(当時群大公衆衛生教授，現千大名誉教授，自治医大教授)の門を叩
いた。千葉に移るとともに伝統ある樹徳会に入り (昭和 46年 12月会長就任)，人間禅の探求
を続けた。その中で「正しく，楽しく，仲良く」を座右の銘とする生き方が生まれた。この生
立ち，生き方は，研究・教育活動を始め，様々な社会的実践に貫ぬかれている。
戦後国民とりわけ農民の健康は，蔓延した寄生虫に蝕まれ，教授の研究はまずとの寄生虫か
らいかに農民の健康を守るかという所から出発した。(代表論文「農村における鈎虫および回
虫の予防，撲滅に関する研究J)当然の帰結としてその活動は，寄生虫予防協会の結成への参
画，千葉公衆衛生懇話会の推進，さらに大学の後援のもと前農山村医研柳沢教授，故荒木助教
授，谷川前学長らとともに農山村医研樹立へと発展した。治療と予防(臨床医学と公衆衛生)
の結合を求めた教授は農山村医研設立が企図された長野・静岡・愛知県にまたがる中部山岳地
帯に自ら赴き自治体と密着した現地活動に専念し，その中心的柱となった。
その間，農村衛生実習を全国に先がけよて推進し，その研究も寄生虫に止らず農村の今日的課
題である僻地保健，農夫症，農村婦人の健康，農薬中毒，“しそ"皮膚炎，農村貧血等々が展
開され，自治体の保健活動の改善や様々な社会的活動が取組まれ，精力的に多面的な実践が繰
広げられるに至った。
こうした農村医学の実践を基盤に寄生虫学会評議員とくに農村医学会の編集幹事・評議員と
して重要な役割を担っている。しかし新全総・総合農政のもとで激しい変貌を続ける農村，つ
ぎつぎに環境と人聞の聞に生み出される健康障害など社会医学・農村医学の課題はっきない。
また千葉大のー施設として，いままで不充分だ、った学内あるいは千葉という地域社会での役割
をどう果していくのか(現地活動の充実はもちろんのこと)，教授の画く“千葉における農村医
学懇話会"構想をどう具体化していくのか。こうした様々な問題について，誠実な地道な歩み
を続けている内田教授に期待することは大きい。(金子 勇)
〔千葉医会誌 48，16，1972) 
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